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審 査 結 果 の 要 旨 

  

 本研究は、原発性肺高血圧症患者に対してドプラ波形より推定されたdP/dtを3次元心エ

コー図法で求めたEDVで除した非侵襲的指標dP/dt/EDV3Dが、侵襲的に求められた右心カテ

ーテル検査値や重症度と相関があるかを検討したものである。その結果、dP/dt/EDV3Dは心

係数、平均右房圧などの右心血行動態のみならず、疾患の重症度の指標であるBNPと有意な

相関を認めた。一方、dP/dtやdP/dt/EDV2Dはいずれの指標とも有意な相関を認めなかった。

本論文の内容は、予後が極めて不良な原発性肺高血圧症患者において、非侵襲的計測値で

あるdP/dt/EDV3Dが侵襲的な検査結果を推定する指標であることが証明され、その重症度評

価や薬剤治療効果の判定に有用である可能性を示唆した。以上の結果から、本研究は循環

器病学において明らかに学術の水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


